
 

 

 

 

 

 

 

 
  

 １．職域・地域活動  

 

 

 

 

 

 

 
 

 ２．改善事例《街路樹維持管理》  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★新しい生活様式で活動を継続！ 
変異株を含む新型コロナウイルスへの対応や 3 回目のワクチン接種への取り組みなど、今後も市民の 
安全安心に向け活動を続けていきます。 

トヨタ工業学園 学園長に市政報告 
若手人材育成についても意見交換!! 

ユタカクラブ議員協議会 
豊田警察署･豊田加茂建設事務所 
との意見交換!! 
（愛知県の取り組みについて） 

 

本社工場支部 あいさつ運動 
元気な挨拶は一日の活力の源です!! 

 ◆道路街路樹(支障木)が通行の 
妨げになっており危険なため、伐採・剪定を要望！ 

   ① 県道 491号 
(トヨタ本社工場南側) 

② 市道平山線 
(平山豊和寮前) 

③ 県道 76号 
(上郷工場東側) 

Before Before 

斜めになり 
歩行者等と接
触の恐れあり 

枝葉が通行
車両と接触
の恐れあり 

P出入り口 
視認性の悪化 

Before 

P出入り口 
視認性の悪化 

剪定 伐採 
After After 

After 伐採 伐採 

緑地は必要なものですが事故につながる支障木は撤去すべきです。 

それぞれの道路管理者へ連絡して伐採・剪定していただきました！ 

新規道路には維持管理を念頭に 
設計していくことを要望！ 
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 ３. 市議会意見交換会 ＊教育社会委員会＊  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４. 12 月議会 ＊主な議案＊  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 ５. トピックス ＊国への要望活動＊  

産業技術環境局  奈良課長補佐 

 

 

 

 

 

•国道 155･153 号 豊田南北バイパス整備  

•国道 153 号伊勢神改良(新トンネル&橋) 

•一級河川矢作川治水対策(鵜
う

の首
くび

地区) 

•カーボンニュートラルに関する要望 

•デジタル化(DX)に関する要望 

「要望先」＊国土交通省･･大臣 
＊環境省･･大臣 
＊財務省･･財務事務次官 
＊経済産業省､デジタル庁､資源エネルギー庁､自動車産業局 

◆関連省庁へ会派要望書を提出！ 

国土交通大臣室 

CN・電動車の普及促進 
・水素社会の確立  

・エネルギー対策 等 

DX・ものづくり産業への 
DX導入に向けた支援 

・スマート自治体の実現 
デジタル基盤の確立 等 

 

 

■環境の違う 4 つの学校で実証！ 

＊令和 3 年度のモデル校 4 校 

・竜神中学校・逢妻中学校・保見中学校・小原中学校 

 

課題 
・外部指導員の確保 
・学校管理(ｾｷｭﾘﾃｨ) 
・仕組みづくり 等 

◆地域学校共働本部による休日部活動の 
立ち上げについて､取り組みと課題などを共有！＜令和 2 年公約項目＞ 

地域 

学校 

教員の多忙化解消の取組！ 
国の指針で令和 5 年度から
休日の部活動が完全移行!! 

課題解決に向け 
取り組んで 
いきます！ 

＊地域学校共働本部＊ 
地域と学校をつなぎ学校･ 
家庭･地域が一体となって 
子ども成長を支える組織 

 ◆豊田市博物館工事請負の締結 

旧東高校の跡地に建設し、美術館、市民 

文化会館と合わせ文化ゾーンを形成！ 
<令和 6 年完成予定> 

 
■これまでの基本方針から条例にしたことで

事業者の法的な責務を確保！ 

 契約には市内事業者を優先することで市内

経済の活性化を図る！ 

■歴史･文化･自然を通じて市の魅力を広く発

信するとともに、貴重な文化財を守るための

必要な機能を備えた拠点施設の整備！   
＊建築費 35.8 憶円、電気工事費 7.9 憶円、給排水

空調工事費 10.2 憶円、収蔵庫工事費 17.9 億円 
＊国庫補助金 総額 22 億円余 

◆公契約条例の制定（令和 4 年 4 月 1 日～） 

公共工事や委託業務などの労働環境を確保 

地域経済の活性化を図るため条例を制定！ 
<令和 2 年政策要望項目> 

 

◆条例制定により適正な労働環境の整備など

向上するが｢労働環境取組報告書｣等の事務

手続きや確認作業が増加する。 

今後は、事務の簡素化や 

先進技術の活用による 
負荷軽減も求めていく！ 今後の取り組み

に注視して 
いきます！ 

博物館 美術館 

博物館にはエコフル
タウン機能も完備 
していきます！ 


